
湯
浅
八
郎
は
一
八
八
0
年
(
明
治
二
十
年
)
四

月
二
十
九
日
に
、
父
・
治
郎
、
厩
・
初
子
の
二
子
と

し
て
(
治
郎
に
と
っ
て
は
先
女
、
茂
登
子
の
六
子
か

ら
数
え
て
八
番
目
の
子
と
し
て
)
、
東
京
、
赤
坂
に

生
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
治
郎
が
そ
の
年
七
刃
一
日
に

行
わ
れ
る
大
日
本
帝
風
愆
法
下
の
第
一
回
帝
国
議
会

の
民
選
議
員
(
衆
議
院
議
員
)
の
選
挙
に
出
馬
し
、

そ
れ
ま
で
の
群
馬
県
議
A
趣
貞
か
ら
国
政
に
参
加
し

よ
う
と
す
る
華
々
し
い
時
で
あ
っ
た
。

治
郎
は
、
や
が
て
国
会
内
で
は
財
政
関
係
予
算
委

①

員
会
で
指
導
的
役
割
を
果
す
が
、
そ
れ
も
、
安
中
に

お
け
る
彼
の
生
業
(
治
郎
の
父
、
治
郎
吉
か
ら
の
味

噛
醤
油
の
醸
浩
販
売
業
、
「
有
田
屋
」
)
の
叢
が
あ

る
。
一
八
八
四
年
(
明
治
七
年
)
十
一
月
二
十
九
日

よ
り
約
一
ケ
月
間
、
丁
度
ア
メ
リ
カ
の
十
年
問
の
生

活
を
切
り
上
げ
て
知
国
、
安
中
に
帰
郷
し
て
い
た
新

島
襄
か
ら
彼
地
の
粘
神
(
。
ヒ
ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
)
と

社
会
生
活
を
感
動
を
も
っ
て
聴
か
さ
れ
た
治
郎
は
、

四
年
後
、
安
中
教
会
設
立
を
期
す
新
島
裏
に
ょ
る
受

洗
者
十
名
の
筆
頭
と
な
り
、
し
ば
ら
く
牧
師
代
務

も
果
す
。
と
も
あ
れ
そ
の
合
理
主
義
と
開
放
主
義
の

発
想
(
絲
済
倫
理
、
円
海
兄
弟
主
義
)
は
明
治
新
政

府
に
貢
献
す
る
も
の
と
み
ら
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
父
を
い
た
だ
く

八
郎
は
幼
少
年
期
を
大
家
族
(
ハ
X
母
、
十
四
人
の
兄

弟
姉
妹
)
の
間
で
過
す
。
一
百
う
ま
で
も
な
く
、
八
郎

に
大
き
な
影
經
を
与
え
た
の
は
厩
で
あ
っ
た
。
初
十

の
こ
と
を
語
っ
た
と
き
の
八
郎
は
勇
敢
で
あ
っ
た
。

身
内
を
語
る
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
第
三
者
的

で
、
誇
張
し
た
い
気
分
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
、
「
熊
本
バ
ン
r
」
の
奉
教
者
、
徳
富
猪

(
蘇
峰
)
の
姉
、
そ
れ
ゆ
え
文
人
、
蕭
花
は
八

郎
郎
に
と
っ
て
ょ
り
若
い
叔
父
。
初
十
は
当
初
、
女
医

を
志
し
、
向
学
心
に
燃
え
、
熊
本
洋
学
校
で
学
ぷ
猪

一
郎
や
海
老
名
弾
正
を
窓
越
し
に
眺
め
つ
つ
、
授
業

を
聴
誠
し
て
い
た
と
い
う
人
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
と

こ
ぐ
,

き
の
彼
女
に
は
い
と
こ
の
横
井
み
や
子
(
小
楠
の

娘
、
後
の
海
老
名
夫
人
)
が
一
緒
つ
い
て
、
相
共
に

が
ん
ぱ
っ
た
の
で
あ
る
。

湯
浅
家
に
嫁
し
て
か
ら
は
、
合
理
主
義
と
清
教
徒

仏
仰
の
治
郎
に
最
も
良
く
協
調
し
、
そ
れ
ゆ
え
伝
統

的
な
日
本
の
風
習
に
、
も
は
や
な
じ
ま
ぬ
も
の
が
こ

の
家
庭
に
は
先
取
り
さ
れ
て
い
九
。
父
の
弟
、
吉
郎

は
新
休
詩
の
先
駆
で
八
郎
に
文
化
へ
の
憧
れ
を
教
え

九
。

湯
浅
治
郎
が
信
仰
の
師
、
新
島
襄
の
最
後
の
願
い

を
受
け
て
東
京
を
難
れ
、
京
都
、
鳥
丸
通
り
蛤
御
門

前
に
居
を
移
し
九
の
は
師
没
後
、
一
八
九
一
年
(
明

同志社人物誌(51)

独な由
一元・総長湯浅八郎のことー
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治
二
十
四
年
)
春
で
あ
っ
九
。
治
郎
は
こ
の
時
か
ら

新
島
の
遺
言
の
一
つ
、
政
法
学
校
設
立
に
向
け
、
ニ

代
同
志
社
社
長
小
崎
弘
道
や
宮
川
経
輝
、
中
村
栄
助

ら
と
共
に
自
ら
の
政
治
家
経
験
と
財
政
通
で
あ
る
こ

と
を
神
の
賜
物
と
し
て
同
志
社
に
捧
げ
始
め
九
。
翌

年
ま
で
代
議
士
で
あ
っ
た
が
、
常
務
理
事
の
仕
事
は

つ
い
に
奉
仕
で
通
し
た
。
八
郎
が
府
立
師
範
学
校
付

属
小
学
校
に
入
学
す
る
前
、
現
、
鴨
所
高
校
あ
九
り

に
あ
っ
九
と
い
う
寺
町
通
り
の
府
立
幼
稚
園
児
で
あ

つ
九
時
、
広
い
御
所
を
横
切
っ
て
行
く
代
り
に
湯
浅

家
出
入
り
の
人
力
車
夫
の
誘
い
で
通
園
し
て
い
九
こ

と
が
あ
っ
た
。
母
・
初
子
に
そ
の
こ
と
を
正
直
に
答

え
な
か
っ
た
八
郎
は
体
罰
を
受
け
、
小
さ
い
体
を
縁

側
か
ら
蹴
落
さ
れ
、
薪
丸
太
で
痛
打
さ
れ
た
。

こ
の
母
に
し
て
十
八
歳
の
息
子
を
未
だ
目
標
も
定

か
で
な
い
ま
ま
当
時
の
ア
メ
リ
カ
ま
で
送
り
え
た
の

で
あ
ろ
、
つ
。

神
の
前
に
正
し
く
強
く
生
き
よ
、
と
の
湯
浅
家
の

教
育
で
あ
っ
九
で
あ
ろ
う
。
八
郎
は
一
九
0
二
年

(
明
治
三
十
五
年
)
小
学
校
を
卒
業
し
、
全
く
自
然

に
中
学
は
同
志
社
普
通
学
校
を
選
ん
だ
。

②

そ
こ
で
も
彼
は
大
き
な
叢
を
な
し
た
。
三
年
生

の
と
き
、
算
雫
落
第
、
一
年
卒
業
延
期
、
こ
の
失

敗
も
湯
浅
家
の
中
で
は
彼
自
身
の
人
生
哲
学
を
つ
く

る
チ
十
ン
ス
と
さ
れ
、
九
0
七
年
(
明
治
四
十

年
)
月
十
七
日
、
原
田
助
よ
り
黒
社
教
会
で
洗

礼
を
受
け
る
決
心
を
し
九
。
六
年
問
の
同
志
社
生
活

を
終
え
六
八
郎
は
、
母
の
姉
と
そ
の
夫
(
大
久
聳

次
郎
、
久
布
白
落
実
の
父
)
の
牧
会
す
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
教
会
を
当
面
の
落
ち

着
き
先
と
し
て
一
九
0
八
年
八
月
、
横
浜
よ
り
「
少

3

年
移
民
と
し
て
単
身
渡
米
L
 
し
九
。
し
か
し
同
じ
船

(
丹
後
丸
)
で
は
少
年
の
父
と
原
田
助
(
第
七
代
社

長
)
の
知
過
を
得
て
い
九
奥
江
清
之
助
が
同
州
・
リ

ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
で
後
の
「
神
の
恵
農
場
」
を
開
拓

す
る
九
め
乗
り
合
わ
せ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
し
ば
ら
く
大
久
保
の
も
と
で
雑
役

を
し
た
後
、
奥
江
の
農
場
で
年
間
、
牛
馬
と
共
に

働
い
た
。
し
か
し
、
パ
イ
オ
ニ
ア
農
民
で
あ
っ
た
奥

江
も
信
仰
に
お
い
て
は
狭
く
、
個
人
主
義
は
尊
重
し

な
い
純
福
音
の
立
場
。
八
郎
に
農
民
か
ら
離
れ
る
時

が
来
た
。
そ
れ
は
彼
が
大
学
進
学
を
決
行
す
る
好
機

で
も
あ
っ
た
。

三

湯
浅
八
郎
の
晩
年
の
教
会
や
大
学
で
の
説
教
に
は

決
ま
っ
て
旧
約
聖
書
、
「
伝
道
の
書
、
第
三
章
十
一

節
L
 
が
引
用
さ
れ
る
。
『
神
の
な
さ
れ
る
こ
と
は
皆

そ
の
時
に
か
な
っ
て
美
し
い
。
神
は
ま
九
人
の
心
に

永
速
を
思
う
思
い
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
な

お
、
人
は
神
の
な
さ
れ
る
わ
ざ
を
初
め
か
ら
終
り
ま

で
見
き
わ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
あ
る
0

思
え
ば
、
後
Υ
中
の
湯
浅
八
郎
を
つ
く
っ
て
い
く

し

「
時
L
 
は
、
一
九
三
年
カ
ン
サ
ス
州
立
農
科
大
学

ブ

(
園
芸
学
)
に
入
学
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
キ
リ
ス

、ノ

ト
教
青
郁
会
(
Y
M
C
A
)
の
会
館
に
寄
宿
し
た
時

に
到
来
し
た
。
こ
の
頃
、
会
衆
派
教
会
に
通
い
、
学

生
Y
M
C
A
研
を
知
り
、
授
業
よ
り
も
、
業
試

験
場
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
忙
し
く
、
つ
い
に
そ
こ
で
託

さ
れ
烹
虫
の
研
究
が
彼
の
昆
虫
学
者
と
し
て
の
道

を
定
め
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
火
学
院
の
四
年
問
で
学
位

(
勺
ず
.
ご
.
九
 
0
年
)
を
得
る
。
ま
た
信
仰
的
に

も
敬
愛
す
る
牧
師
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
家
庭
か

ら
偉
大
な
感
化
を
受
け
、
神
の
支
配
す
る
こ
の
地
上

は
全
て
神
の
家
庭
で
あ
る
と
い
う
父
・
治
郎
ゆ
ず
り

の
四
海
同
胞
思
想
が
純
粋
な
形
で
目
覚
め
て
く
る
0

彼
は
こ
の
タ
イ
プ
の
偕
仰
と
生
活
方
式
を
堅
持
し
て

い
九
。
イ
リ
ノ
イ
時
代
は
更
に
八
郎
の
人
生
に
渕
期

的
で
あ
っ
九
。
そ
れ
は
丁
度
、

九

九
年
末
か
ら

翌
年
に
か
け
て
ア
イ
オ
ワ
州
、
デ
ユ
モ
イ
ン
で
開
桜

さ
れ
た
学
生
宣
教
泰
仕
者
の
会
(
S
 
・
V
 
・
 
S
 
に

彼
は
イ
リ
ノ
イ
大
学
学
生
Y
M
C
A
の
代
表
と
し
て

参
加
し
、
二
人
の
人
物
と
出
会
っ
九
。
一
人
は
世
界
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的
な
キ
リ
ス
ト
教
学
生
、
青
年
運
動
の
指
導
者
、
ジ

"
ン
R
 
.
モ
ッ
ト
博
士
で
あ
り
、
今
一
人
は
一
九
二

一
年
八
郎
と
猿
を
す
る
伺
州
・
シ
ン
プ
ソ
ン
大
学

留
学
生
、
鵜
飼
清
子
で
あ
っ
九
。

妻
と
な
っ
た
清
子
に
ょ
っ
て
い
さ
さ
か
孤
独
な
自

由
人
の
ア
メ
リ
カ
生
活
は
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
九
。

し
か
し
、
こ
れ
も
ま
九
自
然
で
あ
っ
九
。
帰
国
へ
の

道
が
大
き
く
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
よ
り
当
時
の
京
都
帝
国
大
学
は
農
学

部
創
設
に
着
手
し
九
。
札
幌
駒
場
と
京
都
に
農
科

大
学
を
置
く
こ
と
は
農
業
立
国
の
基
本
方
策
の
一
つ

で
あ
っ
九
0
 
こ
の
こ
と
は
同
期
に
働
い
九
わ
九
し
の

岳
父
(
橋
本
傅
左
衛
門
)
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
る
。

先
進
国
ア
メ
リ
カ
よ
り
新
し
い
学
風
を
持
ち
こ
ん
だ

湯
浅
八
郎
教
授
に
は
、
歓
迎
と
誤
解
の
つ
き
ま
と
ぅ

大
学
の
研
究
教
育
現
場
が
待
っ
て
ぃ
九
。
「
日
本
の

中
学
し
か
出
て
い
な
い
者
が
、
当
時
の
帝
大
教
授
に

な
っ
た
の
で
す
か
ら
」
と
述
懐
し
て
い
た
日
本
人
ら

し
い
彼
の
姿
は
、
ま
た
日
本
人
へ
復
元
せ
ん
と
し
六

当
時
の
彼
の
回
想
で
も
あ
っ
た
。

四

周
知
の
如
く
、
彼
は
一
九
三
五
年
(
昭
和
十
年
)

二
月
、
同
志
社
よ
り
第
十
代
総
長
と
し
て
要
請
さ
れ

満
三
年
間
そ
の
重
責
を
担
っ
た
。
日
本
の
歴
史
は
四

年
前
の
満
州
事
変
を
契
機
に
ア
ジ
ア
侵
略
の
神
聖
化

と
マ
ル
ク
ス
主
義
や
キ
リ
ス
ト
教
自
由
信
仰
を
排
除

し
て
い
く
昭
和
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
霊
が
様
々
な
力
を

も
っ
て
現
れ
て
来
て
い
九
。
と
く
に
右
翼
勢
力
の
い

や
が
ら
せ
(
神
棚
を
ま
つ
り
、
取
り
は
ず
し
の
命
に

反
抗
さ
せ
る
)
や
「
国
体
明
徴
」
論
文
を
『
同
志
社

論
叢
』
に
載
せ
な
か
っ
九
事
件
で
賣
任
を
問
わ
れ
九

こ
と
は
、
自
然
科
学
の
純
な
心
に
は
全
く
な
じ
め
ぬ

政
治
的
、
日
本
流
の
背
景
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
九
。

彼
は
再
び
渡
米
す
る
。
一
九
三
九
年
、
イ
ン
ド
の

世
界
宣
教
会
議
に
出
席
し
九
後
、
ア
メ
リ
カ
で
今
日

問
わ
れ
る
「
地
域
土
着
文
化
と
出
会
う
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
L
 
を
他
民
族
愛
、
平
和
の
立
場
で
訴
え
、
第
二

次
大
戦
中
も
在
米
邦
人
収
容
キ
ャ
ン
プ
で
教
会
人
の

救
援
活
動
に
協
力
し
九
。
帰
国
し
て
家
族
と
再
会
し

九
の
は
七
年
後
で
あ
っ
九
。

、

一
九
四
七
年
、
第
十
二
代
総
長
と
し
て
同
志
社
に

復
帰
し
て
三
年
、
父
の
共
同
体
志
向
(
キ
リ
ス
ト
者

が
率
先
し
て
学
習
<
便
覧
舎
>
や
事
業
を
起
す
)
を

受
け
、
国
際
・
学
際
の
最
高
学
府
・
国
際
葬
教
大

学
創
設
に
あ
づ
か
り
初
代
総
長
と
な
る
。
し
か
し
京

都
に
帰
国
以
来
、
東
洋
の
心
を
無
名
で
貧
し
き
工
人

の
生
活
用
具
製
作
に
求
め
た
民
芸
の
求
道
が
、
そ
の

師
、
柳
宗
悦
、
或
い
は
使
徒
バ
ウ
ロ
の
宗
教
真
理
探

求
に
も
似
て
、
一
九
八
一
年
八
月
十
五
日
、
九
十
一

歳
の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
を
ひ
た
す
ら

先
に
追
い
求
め
る
永
遠
へ
の
思
い
の
旅
路
を
た
ど
ら

せ
て
い
っ
た
。
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①
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志
社
大
学
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②
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0
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一
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九
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L
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出
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観
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誌
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